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1　相談しても無駄だと思う
2　自分(当事者)が我慢すれば、何とかこのままやっていけると思う
3　どこ(誰)に相談してよいのかわからない

市民編集委員/阿久津一志　菊地千恵
　 鈴木房代　柳場美枝子　君島尚美

「DVかも」「何かおかしい」「辛い」と感じたら・・・
　子ども・子育て総合センター＜西那須野支所２階＞
　　　☎0287（46）5538（DV・婦人相談）
　　　受付：午前8時30分～午後5時15分（市役所開庁日）

バ ッ ク ナ ン
バーはこちら

今回のテーマは、「男女共同参画に関する市民意識調査」の結果（抜粋）です

社会全体において男女の地位が平等になっていると感じる人の割合

社会全体の中で男女の地位が平等に
なっていると感じる人の割合の推移

暴力を「受けたり、見聞きしたり」する場合、
暴力を相談しない理由

「『誰のおかげで生活できるんだ』とか『稼ぎが悪い』
などという」ことを暴力として認識する人の割合

　意識調査は、令和3年度に市内の20歳以上の男女2,000人を無作為に抽出し、郵送およびインター
ネットにより回答を依頼しました。回収率は40.4％と前回（H30：42.9％）を下回りましたが、集
計結果は、今後策定する「第4次市男女共同参画行動計画」の参考となります。本計画は、市条例に
基づき策定するもので、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」の計画にもなります。

全体

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

わからない 無回答女性の方が優遇されている
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編集委員のコメント
・ 本年度も引き続き編集委員を担当しま
す。編集しながら私自身も学びます。よ
ろしくお願いします。（阿久津）

・ 日本のジェンダーギャップ指数は156カ
国中120位。誰もが対等な人として認め
合える社会を願います。「男なんだから」
「女性らしく」自分では気付かないままに
「無意識の偏見」で人を傷つけていない
か、自問自答をしてみてください。（鈴木）

・ 男女平等は千差万別であり、一人一人で
価値観が違うので、自分が不公平である
と感じたら、声をあげることで平等への
道が始まると思います。（君島）
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75％75％
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20％20％ どのような場合でもどのような場合でも
暴力に当たると思う暴力に当たると思う

暴力に当たる場合と暴力に当たる場合と
そうでない場合があると思うそうでない場合があると思う

暴力に当たると思わない 無回答
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されているされている

どちらかといえば男性のどちらかといえば男性の
方が優遇されている方が優遇されている

平等になっている平等になっている

どちらか
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女性の方
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無回答

（上位3つ）


